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学校経営の重点  
 

 

○スクール・ポリシー（三つの方針） 
 

 

・育成をめざす資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

（１）専門性の高い農業教育と実物大教育による実践的・体験的な学びを通して、専門的知識や技能を

修得し、兵庫の農業を支える農業経営者として挑戦し自立する生徒を育成する。 

（２）体験活動を通して、自己肯定感や責任感、勤労観、職業観を育み、主体的に考え行動し、多様な

課題に対応できる課題解決能力を育成する。 

（３）地域や社会の課題を自分のこととしてとらえ，地域の担い手として積極的に貢献しようとする生

徒を育成する。 

（４）主体性やチャレンジ精神を持ち、農業に関する知識・技能を基盤として、国際社会で活躍・貢献

する意欲・態度を育成する。 

（５）寄宿舎教育を通じて、自立心、自律性、協調性、責任感、コミュニケーション力を育成する。 

 

 

・教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

（１）農業の生産・経営に関する基礎的知識・技術を学ぶため、営農形態別による専門性の高い授業を

展開する。 

（２）社会の変化に柔軟に対応できる能力を育成するために地域連携を進め、地域の人的・物的資源を

活用した課題探究型の学びを展開する。 

（３）生徒一人一人が持つ農業に関する興味や関心、多様な進路に対応した選択科目を設定する。 

（４）基礎・基本の確実な定着のため、習熟度別・少人数授業や個に応じた学習指導等を行い、わかる

授業を展開する。 

（５）ICT 機器を活用し、情報活用・情報発信能力の育成と情報モラルを高める学びを実現する。 

 

 

・入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

（１）兵庫の農業を支える農業経営者やスペシャリスト、地域を担う職業人になるために、常に学び続

ける意思や意欲がある生徒を募集する。 

（２）基本的生活習慣や規範意識が身に付き，豊かな人間性を磨くために互いに切磋琢磨できる生徒を

募集する。 

（３）学級活動，生徒会活動，部活動，学校農業クラブ活動等で主体的に活動できる生徒を募集する。 

 


